
2023 年度　人文社会科学研究所活動報告（概要）

2023 年度共同研究
研 究 課 題：�郷土食に使用する農産物の生産と地場産品の価値形成に関する実証研究�

　−産学・異業種連携体制による山椒・小豆の試験栽培の試み−
共同研究者：石原　慎士（教授）、渡部　順一（名誉教授）、舛井　道晴（准教授）

第 31 回公開シンポジウム　（対面・ZOOM 併用開催）
日 時：2024 年 2 月 24 日（土）13:30～16 :40
場 所：宮城学院女子大学学生食堂ピエリス
テ ー マ：声の気配（けはい）を聴く
開会のあいさつ　栗原　健（本学一般教育部准教授）
第 1部　語る視点から
　【発表 1】�越門勝彦氏（明治大学准教授）�

〈他者に代わって語ることの倫理と論理−証言についての哲学的分析−〉
　【発表 2】�間瀬幸江（本学一般教育部准教授）�

〈パリの路上にいた女性たちの声～戯曲『シャイヨの狂女』の草稿分析〉
　【コメンテーター】永田千奈（フランス語翻訳者）
第２部　聴く視点から
　【発表 3】�國枝孝弘（慶応義塾大学総合政策学部教授）�

〈フランス現代小説における戦争体験の語りと話者「私」の関係について〉
　【発表 4】�安部芳絵（工学院大学教育推進機構教授）�

〈遊びとして押し寄せる子どもの声と生活世界−災害後の遊びを支える他者の気配−〉
　【コメンテーター】石井　敏氏（東北工業大学建築学部建築学科教授・副学長兼建築学部長）
第３部　意見交換：聴くこととはなにか？
　【話題提供 1】永田千奈（フランス語翻訳者）
　【話題提供 2】石井　敏（東北工業大学建築学部建築学科教授・副学長兼建築学部長）
　【話題提供 3】菊池勇夫（本学名誉教授）
企画・司会：間瀬幸江（本学一般教育部准教授）
主 催：声の主体による文化・社会構築研究会
共 催：宮城学院女子大学附属人文社会科学研究所・同附属キリスト教文化研究所
本事業は、JSPS 科研費 20K00476（研究代表　間瀬幸江・宮城学院女子大学）の助成を受けたものです。

第 1回公開研究会（対面・ZOOM 併用開催）
日 時：2023 年 7 月 10 日（月）16:40～17 :50
報告とテーマ：�山口　晋平（助教）�

　〈ホーソーンの４つの長編作品における歪な身体表象�
　　―共同体の規範とイデオロギーからの逸脱〉

司 会：栗原　健（准教授）

第 2回公開研究会（対面・ZOOM 併用開催）
日 時：2023 年 7 月 28 日（金）16:40～17 :50
報告とテーマ：�堀田智子（准教授）�

〈非日本語母語話者のコミュニケーション�−第二言語語用論の観点からの考察−〉
司 会：栗原　健（准教授）

第 3回公開研究会（対面・ZOOM 併用開催）
日 時：2023 年９月 21 日（木）16:40～17 :50
報告とテーマ：�越懸澤�麻衣（准教授）�

　〈楽譜の伝承と音楽文化の広がり〉
司 会：栗原　健（准教授）

第 4回公開研究会（対面・ZOOM 併用開催）
日 時：2024 年２月１日（木）15:00～16 :30
報告とテーマ：�石原　慎士（教授）、渡部　順一（名誉教授）、舛井　道晴（准教授）�

　〈秋田県における「てんこ小豆」の試験生産と伝承活動の試み�
　　―伝統的作物の持続的な生産に向けた実践的考察―〉

司 会：栗原　健（准教授）

人文社会科学研究所研究倫理研修会（対面・ZOOM 併用開催）
日 時：2023 年 7 月 28 日（金）18:00～18 :30
テ ー マ：「ChatGPTと研究倫理：米国での動向」
講 師：栗原　健（准教授）

後援事業
2023 年度・司法福祉公開講座（主催：公益社団法人東京社会福祉士会司法福祉委員会、対面・ZOOM 併用開催）

日 時：2024 年 3 月 24 日（日）13:00～16 :30
テ ー マ：�「推し活」が犯罪を招くとき―何が彼女をそうさせた？�

　～「女子」による「犯罪」をジェンダー視点から考える～
企 画：松原�弘子 ( 本研究所客員研究員 )





宮城学院女子大学『人文社会科学論叢』投稿規程

1.　投稿資格

　　投稿資格は、宮城学院女子大学人文社会科学研究所（以下、本研究所）所員および客員研究員

に有するものとする。ただし、編集委員会が特に認めた場合は、この限りではない。

2.　投稿原稿の種類および分量

　　原稿は、以下の種類に分けられ、それぞれ分量が制限される。ただし、この範疇に入らないも

のは、その都度、編集委員会により判断される。

　　（1）　「論文」　和文の場合は 20,000字（400字詰原稿用紙 50枚）程度、英文の場合は 8,500 

words程度とする。なお、和文原稿には英文レジュメを添付する。

　　（2）　「研究ノート、研究資料、研究紹介」　和文の場合は 16,000字（400字詰原稿用紙 40枚）

程度、英文の場合は 6,800 words程度とする。

　　（3）　「書評、エッセイ」　和文の場合は 8,000字（400字詰原稿用紙 20枚）程度、英文の場合は 

3,400 words程度とする。

3.　募集および締切り

　　投稿原稿の募集は毎年 6月に行われ、同年 10月に締切られる。

4.　審査

　　投稿原稿の採否の審査は、編集委員会によって行われる。

5.　校正

　　校正は、原則として 2校まで行われる。

6.　著作権および電子化

　　著者は、自らの有する著作権のうち複写権および公衆送信権の行使を投稿段階において本研究

所に許諾したものとする。本研究所は著者より行使を許諾された複写権および公衆送信権により、

その著作物を電子化または複製の形態などにより公開することができる。

　　著者は自らの著作を他に転載することができる。ただし、その場合には事前に本研究所に申し

出るものとする。
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［編集注記］
本誌における執筆者の西欧文字による氏名表記は、原則として母国語のローマ字式表記法
に従い、姓は大文字で記載する。
例えば［夏目　漱石］は［N AT S U M E  Soseki］のように表記する。

Editors’ Notice

Except in special cases, author's names are given in the order used in the author's 
native tongue.　For Japanese and other East Asian languages, the surname preceeds 
the personal name.　To avoid confusion, in all cases the surname is written in capital 
letters.

本誌は、第 19号より、国立情報学研究所の論文情報ナビゲータ「CiNii」〈http://ci.nii.

ac.jp/〉において電子化され、公開されています。また、宮城学院女子大学のホーム 

ページ〈http://www.mgu.ac.jp/〉においても電子化され、一般に、公開されています。


